
－ 3－

事業の概要・試験研究成果の概要

〔林産試験場年報　平成 26 年度〕

　国内の人工林は資源として充実し，これまでの造林・保育による資源の造成期から，主伐が可能な資源の利

用期へと移行しており，最近では国産材の供給量は増加後の安定傾向にあります。また，木材輸入量は減少傾

向にあり，木材自給率が回復してきているところです。

　こうした中，国では木材自給率の向上による林業・木材産業の再生と低炭素社会の実現に向け，「公共建築

物等木材利用促進法」の施行など，国産木材の需要拡大と安定供給体制構築の取り組みに力を入れています。

　道でも，北海道森林づくり基本計画に示している基本的な方針に基づき，具体的な施策の展開を推進すると

ともに，「適切な森林管理のもと地域の特性に応じた森林の整備及び保全の推進」，「森林資源の循環利用の推

進による林業及び木材産業等の振興」，「木育の理念を基本とした道民との協働による森林づくりの展開」など，

新たな森林管理の仕組みづくりに取り組んでいます。また，北海道地域材利用推進方針を策定し，公共建築物

をはじめとする幅広い分野で地域材の利用を拡大する取り組みを行っています。

　林産試験場では，再生可能な森林資源の効果的な利用に基づいた「持続可能な循環型社会の構築」と，「道

内木材産業の活性化」に向け，

　　　①　森林バイオマスの総合利用の推進のための研究開発

　　　②　木材・木製品・木質構造物の安全性・信頼性・快適性向上のための研究開発

　　　③　特用林産物の高付加価値化のための研究開発

　　　④　木材加工技術や生産・流通システムの高度化のための研究開発

の 4 つを取り組むべき試験研究の基本目標として掲げています。これらに沿って，木材産業の振興に向けた製

造・加工技術の向上，木材需要を増進するための新たな木製品の開発や性能向上，バイオマスエネルギーの利

用促進やきのこの生産性向上といった具体的な課題に対し，高度な物理的，化学的加工技術に基づく様々な研

究開発を行っています。

　また，これまでの研究で得られた成果の普及を図るため，研究成果発表会の開催や Web 版「林産試だより」

などによる情報の発信のほか，各種イベントにも積極的に出展しています。さらに企業等への技術支援として，

林産試験場の施設・設備を利用した依頼試験や設備使用，技術研修や現場での技術指導なども実施しています。

　平成 26 年度には新規 42 課題，継続 25 課題，合計 67 課題の試験研究に取り組みました。その内訳は，道の

交付金で実施する戦略研究 2 課題，重点研究 2 課題および経常研究 10 課題に加え，公募されている事業に応

募して実施する公募型研究 21 課題，民間企業等との一般共同研究 12 課題，民間企業等からの受託研究 14 課題，

その他の研究 6 課題となっています。以下に課題の一覧を示します。
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